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・ グラサードの設計手

・ グラサードの設計例 ＜モデルケース１＞

・ グラサードの設計例 ＜モデルケース２＞

・ グラサードの設計例 ＜モデルケース３＞

・ グラサードの設計例 ＜モデルケース４＞

・ 構造シーラントおよびシーリング材の各種物性値 
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下記は の各表を参照のこと。

・ 構造シーラントの設計許容応力 表

・ 構造シーラントの許容せん断変形率

・ シーリング材の許容せん断変形率

      ： A 

  ： 表 A 

   ： 表 B 
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グラサードの設計手順 



＜モデルケース１＞ 

Page 2 
スパンドレル部：上下の開ロ部間の壁（技術資料編 4-6-5） 
設計風圧力：平均速度圧×ピーク風力係数（技術資料編 4-1-3、4-1-11（早見表）） 
正圧：ガラス面を押す方向の風圧／負圧：ガラス面を引く方向の風圧（技術資料編 4-1-16） 
隅角部：コーナーから２Ｈと建物短辺ｂのうち小さい値×0.1 の範囲（技術資料編 4-1-4） 

構造シーラント：構造的な接着接合に用いるシリコーン系シーリング材 
シーリング材：水密性・気密性を確保するために用いる材料 
ロッキング：地震時ガラスがセッティングブロックを支点に回転し層間変位を吸収する動き 
層間変形角：各階に生ずる水平方向の層間変位の当該各階の高さに対する割合 

*注釈 

グラサードの設計例

（ ）

 ＜モデルケース１ （郊外の自動車ショール  ームを想定）＞

 
１  設計の基本条件 

  建物概要

・建物用途：事務所

・構造種別：

・建物形状：右図参照

・施工位置：１階

・建物高さ： ガラス

・割付け：右図参照

・その他：ガラス目地を構造シーラント一体で打ち込む（下図参照）

 
S 造 

 
 一般部 

6m ( 4.5m) 
 

 
 

 荷重算定条件

・設計風圧力 ： 正圧

負圧 一般部 、 隅角部

※地表面粗度区分Ⅲ、再現期間 年、閉鎖型、基準風速

・層間変形角 ： シーリング材 の損傷なしで継続使用に耐える限界

構造シーラント の損傷なしで継続使用に耐える限界

ガラスなどの構成部材が破損・脱落しない限界

（ ）

 
*  *1384N/m2  

        * ( )737N/m2 ( *)900N/m2 
     100 34m/s 

*  (LevelⅠ) 1/300 *  
        (LevelⅡ) 1/200 *  
        (LevelⅢ) 1/100  
 
２  耐風圧設計 

  フェイスプレートの板厚の算定

設計荷重

フェイスプレートは、 許容荷重 を選択する。

 (N) = 1384×1.5×4.5 = 9342 N 
 ⇒ FL10 ( 9450 N)  
 

 構造シーラント の接着幅 の算定

構造シーラント の設計許容応力は、 の表 高モジュラス より

を用いる。なお日本建築学会「ガラス方立構法技術指針 では、関係者協議の上、計算

以外の設計許容応力を設定することも可能とされている。

（ ）

* a  

 * Page6 A( SR-1) 0.14N/mm2

(案)」 0.14N/mm2

 
によって

 a = (1000×1500×10-6) /(0.14×2) = 5.4 mm 
 
３  耐震設計 

 * R  ロッキング 率 の設定

 R = 0.16×(4500/1500) = 0.48 
 

 浮上がり量 、沈み込み量 の算出

◇層間変形角 の場合 シーリング材 の損傷なし

◇層間変形角 の場合 構造シーラント の損傷なし

◇層間変形角 の場合 ガラスの損傷なし

y1 y2  
*1/300  ( * ) 

 ⊿ = 6000×1/300 = 20 mm 
 y1 = 20×0.12 = 2.4 mm   y2 = 20×0.04 = 0.8 mm 

*1/200  ( * ) 
 ⊿ = 6000×1/200 = 30 mm 
 y1 = 30×0.12 = 3.6 mm   y2 = 30×0.04 = 1.2 mm 

*1/100  ( ) 
 ⊿ = 6000×1/100 = 60 mm 
 y1 = 60×0.12 = 7.2 mm   y2 = 60×0.04 = 2.4 mm 

（ ）４  目地設計 

 b  フェイスプレート間のクリアランス の算定

フェイスプレート間は構造的な接合が要求されないので、層間変形角 の 、 を用いる。

構造シーラント の許容せん断変形率は、 の表 高モジュラス より

 *1/300 y1 y2  
 * Page6 A( SR-1) 60% を用いる。 
 b = (2.4+0.8)/0.6 = 5.4 mm 
 

 構造シーラント の接着厚 の算定

フェイス～リブ間は構造的な接合が要求されるので、層間変形角 の を用いる。

構造シーラント の許容せん断変形率は、 の表 高モジュラス より を用いる。

は 以上だから、

* c  

 *1/200 y1  
 * Page6 A ( SR-1) 60%  
 c = 3.6/0.6 = 6 mm  → c 10mm c = 10 mm 
 

 フェイスプレートとサッシ間の面クリアランス の算定

フェイス～サッシ間は構造的な接合が要求されないので、層間変形角 の を用いる。

シーリング材 の許容せん断変形率は、 の表 成分形シリコーン系 より を用いる。

）

f  

 *1/300 y1  
 * Page6 B (2 ) 60%  
 f =  2.42+(20×(1-0.48)×0.6)2 /0.6 = 11.2 mm  → 12mm 
 
（５  リブガラスの仕様設定 

 t  リブガラスの板厚 の決定

、 を満足する呼び厚のガラスを以下の表から選択する。 a = 5.4 mm b = 5.4 mm  
呼び厚＼目地幅 a b 

単板ガラス ミリ15  5 5 
単板ガラス ミリ19  6 7 
合わせガラス ミリ24 (12+12) 8 8 
合わせガラス ミリ30 (15+15) 10 10 
合わせガラス ミリ38 (19+19) 13 12 

 ⇒ FL19 
 

 リブガラスの幅 の算定

＜納まり＞

X  

 X =  (3×4502-1502)×150×1384/(720×1.9×105) = 29.8cm  → 30.0cm 
 
                      
 
  
 
 
 
 
 
 

1500 

45
00

 

＜室内側＞ 

※設計風圧力は正圧、負圧のうち大きい値を用いる。 
 の負圧は、隅角部に掛かる部位は隅角部の 

負圧とする。 

※設計風圧力は正圧、負圧のうち構造シーラントに引張力が掛かる方の値を用い

その際の負圧は、隅角部に掛かる部位は隅角部の負圧とする。

※設計風圧力は正圧、負圧のうち大きい値を用いる。

する。

その際

る。 
  

 
  その際の負圧は、隅角部に掛かる部位は隅角部の負圧と

隅角部 

※ FEM  リブガラスの曲げ破壊等の詳細な検討は、 による解析シミュレーションが

望ましい。 

30 m

20
 m

 

【平面図】 

30 m 

6 
m

 

【立面図】 

室内側 

30
0 

10
 

12
 

FL19 

構造シーラント 

FL10 

6 67

構造シーラント 
（一体） 

本ケースでは負圧 一般部 なので で計算する。※ ( )737N/m2 1000N/m2  

ガラス間を構造シーラントで一度で打ち込む場合 

・目地幅 の算定は構造シーラントの許容せん断変形率を用いる。

→シーリング材同様の目地幅にするには、許容せん断変形率

の品種を選択する必要がある。

・深打ちとなる構造シーラントの硬化に時間を要する。

b
60%

  
 

構造シーラント 

b 

＜納まりの注意点＞ 

リブガラスの幅

算出後、 単位で切り上げる。

 Ｘ 

→ 0.5cm  

フェイスプレートとサッシ間の面クリアランス

算出後、切り上げる。

 ｆ  

→  

  上辺のクリアランスについて

30
 

 

30 mm  

日本建築防災協会「安全・安心ガラス

設計施工指針」では、上辺のクリアラン

スを 取るよう推奨されている。

これは層間変形角 の時のフェイ

スプレートの浮上がり量 （ ）を

十分満足するクリアランスである。

 *1/100
y1 =7.2mm

 

1FL

リブガラス

フェイス

プレート

の高さh

建物高さ



＜モデルケース２＞ 

Page 3 
スパンドレル部：上下の開ロ部間の壁（技術資料編 4-6-5） 
設計風圧力：平均速度圧×ピーク風力係数（技術資料編 4-1-3、4-1-11（早見表）） 
正圧：ガラス面を押す方向の風圧／負圧：ガラス面を引く方向の風圧（技術資料編 4-1-16） 
隅角部：コーナーから２Ｈと建物短辺ｂのうち小さい値×0.1 の範囲（技術資料編 4-1-4） 

構造シーラント：構造的な接着接合に用いるシリコーン系シーリング材 
シーリング材：水密性・気密性を確保するために用いる材料 
ロッキング：地震時ガラスがセッティングブロックを支点に回転し層間変位を吸収する動き 
層間変形角：各階に生ずる水平方向の層間変位の当該各階の高さに対する割合 

*注釈 

グラサードの設計例 ＜モデルケース２＞

（ ）

  

 
１  設計の基本条件 

  建物概要

・建物用途：事務所

・構造種別：

・建物形状：右図参照

・施工位置：１階

・階高： ガラス スパンドレル

・割付け：右図参照

 
S 造 

 
 隅角部 

5m ( 4.5m+ *0.5m) 
 

 
 荷重算定条件

・設計風圧力 ： 正圧

負圧 一般部 、 隅角部

※地表面粗度区分Ⅲ、再現期間 年、閉鎖型、基準風速

・層間変形角 ： シーリング材 の損傷なしで継続使用に耐える限界

構造シーラント の損傷なしで継続使用に耐える限界

（ ）

 
*  *1591N/m2  

        * ( )1489N/m2 ( *)1820N/m2 
     100 34m/s 

*  (LevelⅠ) 1/300 *  
        (LevelⅡ) 1/200 *  
 
２  耐風圧設計 

  フェイスプレートの板厚の算定

設計荷重

フェイスプレートは、 許容荷重 を選択する。

 (N) = 1820×1.5×4.5 = 12285 N 
 ⇒ FL12 ( 12960N)  
 

 構造シーラント の接着幅 の算定

構造シーラント*の設計許容応力は、Page6 ( SR-1)より /mm2

なお日本建築学会「ガラス方立構法技術指針(案)」では、 協議の上、

計算によって 0.14N/mm2以外の設計許容応力を設定することも可能とされている。 
 a = (1820 1500×10-6) /(0.14×2) = 9.8 mm 

） 耐震設計 

* a  

 の表A 高モジュラス 0.14N
を用いる。 関係者

×

 

 
（３

 
R 0/1

ロッキング率*R の設定 

  = 0.16×(450 500) = 0.48 
 

 浮上がり量 、沈み込み量 の算出

◇層間変形角*1/ 0 の場合 (シーリング材*の損傷なし) 
 ⊿ = 5000  = 16.7  

 y2 = 16.7×0.04 = 0.7 mm 

層間変形角 1/200 の場合 (構造シーラント の損傷なし) 
⊿ = 5000 = 25 m

 y2 = 25×0.04 = 1.0 mm 

y1 y2  

30
×1/300 mm

 y1 = 16.7×0.12 = 2.0 mm  

 
* *◇

 ×1/200 m 
 y1 = 25×0.12 = 3.0 mm  

 
 
 

（４） 目地設計 

 b
フェイスプレート間は構造的な接合が要求されないので、層間変形角

フェイスプレート間のクリアランス の算定 

 *1/300 の y1 、y2を用いる。 
シーリング材*の許容せん断変形率は、Page6 の表 B( (2 成分形シリコ よ 60  を用いる

b = (2.0+0.7)/ 6 = 4.5 mm 
 ーン系) り % 。 
 0.
 

 構造シーラント の接着厚 の算定

 フェイス～リブ間は構造的な接合が要求されるので、層間変形角*1/200 の y1を用いる。 
構造シーラント*の許容せん断変形率は、Page6 の表 A( (高モジュ SR-1)より 20% を用いる。 
c = 3.0/0.2 = 15

* c  

 ラス

  mm 
 

 フェイスプレートとサッシ間の面クリアランス の算定 

 フェイス～サッシ間は構造的な接合が要求されないので、層間変形角*1/300 の y1を用いる。 
シーリング材*の許容せん断変形率は、Page6 の表 B( (2 成分形シリコ よ 60%  
f =  2.02+(16. ×(1-0.48)×0.6)2 /0.6 = 9.   → mm 

） リブガラスの仕様設定 

f

 ーン系) り を用いる。

 7 3 mm  10
 
（５

 
a 5 m

リブガラスの板厚 t の決定 

  = 9.8 mm、b = 4. m を満足する呼び厚のガラスを以下の表から選択する。 
呼び厚＼目地幅 a b 

単板ガラス 15 ミリ 5 5 
単板ガラス ミリ19  6 7 
合わせガラ 24 (12+12) ス ミリ 8 8 
合わせガラス ミリ30 (15+15) 10 10 
合わせガラス ミリ38 (19+19) 13 12 

 ⇒ FL15+FL15 
 

 リブガラスの幅 の算定

  =  (3×4502-150 ×150× 820/(720×3.0×105) = 27.2cm  → 27.5cm 

＜納 り＞ 
 

X  

X 2) 1
 
 

ま

 
 
 
 
 

1500 

45
00

 

＜室内側＞ 

30 m 

35
 m

 

30 m

30
 m

 

【立面図】 【平面図】 

※設計風圧力は正圧、負圧のうち大きい値を用いる。

その際の負圧は、隅角部に掛かる部位は隅角部の負圧とする。 

風圧力は正圧、負圧のうち構造シーラントに引張力が 
掛かる方の値を用いる。 

 その際の負圧は、隅角部に掛かる部位は隅角部の負圧とする。

 
 

※設計

※設計風圧力は正圧、負圧のうち大きい値を用いる。 
 

隅角部 

10 

27
5 

15
 

10 

FL15+FL15 

構造シーラント 

バックアップ材 

10 

シーリング材 FL12 

10
 

室内側 

フェイスプレー 面クリトとサッシ間の アランス ｆ  

→ 算出後、切り上げる。 

○構造シーラントやシーリング材を打ち継ぐ場合 

・先打ちのものが完全に硬化してから打設する。 
・深打ちとなる構造シーラントの硬化に時間を要する。

構造シーラント 

シーリング材 

＜納まりの注意点＞ 

○リブガラスが合わせガラスの場合、必ずバックアップ材を用い 

ること。 

階高

１FL

2FL

リブガラス

フェイス

プレート

の高さｈ
リブガラスの幅 Ｘ 

→ 算出後、0.5cm 単位で切り上げる。 



＜モデルケース３＞ 

Page 4 
スパンドレル部：上下の開ロ部間の壁（技術資料編 4-6-5） 
設計風圧力：平均速度圧×ピーク風力係数（技術資料編 4-1-3、4-1-11（早見表）） 
正圧：ガラス面を押す方向の風圧／負圧：ガラス面を引く方向の風圧（技術資料編 4-1-16） 
隅角部：コーナーから２Ｈと建物短辺ｂのうち小さい値×0.1 の範囲（技術資料編 4-1-4） 

構造シーラント：構造的な接着接合に用いるシリコーン系シーリング材 
シーリング材：水密性・気密性を確保するために用いる材料 
ロッキング：地震時ガラスがセッティングブロックを支点に回転し層間変位を吸収する動き 
層間変形角：各階に生ずる水平方向の層間変位の当該各階の高さに対する割合 

*注釈 

グラサードの設計例

） 設

 ＜モデルケース３＞ 

 
（１ 計の基本条件 

  建物概要

・建物用途：事務所

・構造種別： 造

・建物形状：右図参照

・施工位置：１階

・階高： ガラス スパンドレル

・割付け：右図参照

 
RC  

 
 一般部 

5m ( 4.5m+ *0.5m) 
 

 
 荷重算定条件

・設計風圧力 ： 正圧

負圧 一般部 、 隅角部

※地表面粗度区分Ⅲ、再現期間 年、閉鎖型、基準風速

・層間変形角 ： シーリング材 の損傷なしで継続使用に耐える限界

構造シーラント の損傷なしで継続使用に耐える限界

） 耐

 
*  *1447N/m2  

        * ( )971N/m2 ( *)1186N/m2 
     100 34m/s 

*  (LevelⅠ) 1/300 *  
        (LevelⅡ) 1/200 *  
 
（２ 風圧設計 

  フェイスプレートの板厚の算定

設計荷重

フェイスプレートは、 許容荷重 を選択する。

 (N) = 1447×1.8×4.5 = 11721 N 
 ⇒ FL12 ( 12960N)  
 

 構造シーラント の接着幅 の算定

構造シーラント の設計許容応力は、 の表 高モジュラス より

を用いる。なお日本建築学会「ガラス方立構法技術指針 は、関係者協議の上、

計算によって 以外の設計許容応力を設定することも可能とされている。

） 耐

* a  

 * Page6 A( SR-1) 0.14N/mm2

(案)」で

0.14N/mm2  
 a = (1000×1800×10-6) /(0.14×2) = 6.5 mm 
 
 
（３ 震設計 

 *R  ロッキング率 の設定

 R = 0.16×(4500/1800) = 0.4 
 

 浮上がり量 、沈み込み量 の算出

◇層間変形角 の場合 シーリング材 の損傷なし

◇層間変形角 の場合 構造シーラント の損傷なし

y1 y2  
*1/300  ( * ) 

 ⊿ = 5000×1/300 = 16.7 mm 
 y1 = 16.7×0.12 = 2.0 mm   y2 = 16.7×0.04 = 0.7 mm 
 

*1/200  ( * ) 
 ⊿ = 5000×1/200 = 25 mm 
 y1 = 25×0.12 = 3.0 mm   y2 = 25×0.04 = 1.0 mm 
 
 
 

（４） 目地設計 

 b  フェイスプレート間のクリアランス の算定

フェイスプレート間は構造的な接合が要求されないので、層間変形角 の 、 を用いる。

シーリング材 の許容せん断変形率は、 の表 成分形シリコーン系 より を用いる。

 *1/300 y1 y2  
 * Page6 B (2 ) 60%  
 b = (2.0+0.7)/0.6 = 4.5 mm 
 

 構造シーラント の接着厚 の算定

フェイス～リブ間は構造的な接合が要求されるので、層間変形角 の を用いる。

構造シーラント の許容せん断変形率は、 の表 高モジュラス より を用いる。

* c  

 *1/200 y1  
 * Page6 A ( SR-1) 20%  
 c = 3.0/0.2 = 15 mm 
 

 フェイスプレートとサッシ間の面クリアランス の算定

フェイス～サッシ間は構造的な接合が要求されないので、層間変形角 の を用いる。

シーリング材 の許容せん断変形率は、 の表 成分形シリコーン系 より

） リ

f  

 *1/300 y1  
 * Page6 B(2 ) 60% を用いる。 
 f =  2.02+(16.7×(1-0.4)×0.6)2 /0.6 = 10.6 mm  → 11mm 
 
（５ ブガラスの仕様設定 

 t  リブガラスの板厚 の決定

、 を満足する呼び厚のガラスを以下の表から選択する。 a = 6.5 mm b = 4.5 mm  
呼び厚＼目地幅 a b 

単板ガラス ミリ15  5 5 
単板ガラス ミリ19  6 7 
合わせガラス ミリ24 (12+12) 8 8 
合わせガラス ミリ30 (15+15) 10 10 
合わせガラス ミリ38 (19+19) 13 12 

 ⇒ FL12+FL12 
 

 リブガラスの幅 の算定

＜納まり＞

X  

 X =  (3×4502-1802)×180×1447/(720×2.4×105) = 29.5cm 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

30 m 

12
 m

 

30 m

20
 m

 

【立面図】 【平面図】 
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＜室内側＞ 

設計風圧力は正圧、負圧のうち大きい値を用いる。

その際の負圧は、隅角部に掛かる部位は隅角部の負圧とする。

※設計風圧力は正圧、負圧のうち構造シーラントに引張力が掛かる方の値を用いる。

その際の負圧は、隅角部に掛かる部位は隅角部の負圧とする。
※設計風圧力は正圧、負圧のうち大きい値を用いる。

その際の負圧は、隅角部に掛かる部位は隅角部の負圧とする。

隅角部

※  
  

 
  

 
  

 

8 

29
5 

15
 

8 

FL12+FL12 

構造シーラント 

バックアップ材 

8 

シーリング材 FL12 

11
 

室内側 

本ケースでは負圧 一般部 なので で計算する。※ ( )971N/m2 1000N/m2  

階高

１FL

2FL

リブガラス

フェイス

プレート

の高さｈ

フェイスプレートとサッシ間の面クリアランス

算出後、切り上げる。

 ｆ  

→  

リブガラスの幅

算出後 単位で切り上げる。

 Ｘ 

→ 、0.5cm  

○構造シーラントやシーリング材を打ち継ぐ場合 

・先打ちのものが完全に硬化してから打設する。

・深打ちとなる構造シーラントの硬化に時間を要する。

 

構造シーラント 

シーリング材 

＜納まりの注意点＞

○リブガラスが合わせガラスの場合、必ずバックアップ材を用い

ること。

 

 

 



＜モデルケース４＞ 

Page 5 
スパンドレル部：上下の開ロ部間の壁（技術資料編 4-6-5） 
設計風圧力：平均速度圧×ピーク風力係数（技術資料編 4-1-3、4-1-11（早見表）） 
正圧：ガラス面を押す方向の風圧／負圧：ガラス面を引く方向の風圧（技術資料編 4-1-16） 
隅角部：コーナーから２Ｈと建物短辺ｂのうち小さい値×0.1 の範囲（技術資料編 4-1-4） 

構造シーラント：構造的な接着接合に用いるシリコーン系シーリング材 
シーリング材：水密性・気密性を確保するために用いる材料 
ロッキング：地震時ガラスがセッティングブロックを支点に回転し層間変位を吸収する動き 
層間変形角：各階に生ずる水平方向の層間変位の当該各階の高さに対する割合 

*注釈 

グラサードの設計例

（ ）

 ＜モデルケース４＞ 

 
１  設計の基本条件 

  建物概要

・建物用途：事務所

・構造種別：

・建物形状：右図参照

・施工位置：１階

・階高： ガラス スパンドレル

・割付け：右図参照

 
S 造 

 
 隅角部 

5m ( 4.5m+ *0.5m) 
 

 
 荷重算定条件

・設計風圧力 ： 正圧

負圧 一般部 、 隅角部

※地表面粗度区分Ⅲ、再現期間 年、閉鎖型、基準風速

・層間変形角 ： シーリング材 の損傷なしで継続使用に耐える限界

構造シーラント の損傷なしで継続使用に耐える限界

（ ）

 
*  *1591N/m2  

        * ( )1489N/m2 ( *)1820N/m2 
     100 34m/s 

*  (LevelⅠ) 1/300 *  
        (LevelⅡ) 1/200 *  
 
２  耐風圧設計 

  フェイスプレートの板厚の算定

設計荷重

フェイスプレートは、 許容荷重 を選択する。

 (N) = 1820×1.8×4.5 = 14742 N 
 ⇒ FL15 ( 17100N)  
 

 構造シーラント の接着幅 の算定

構造シーラント*の設計許容応力は、Page6 A( SR-1)より /mm2

なお日本建築学会「ガラス方立構法技術指針(案)」では 協議の上、

計算によって 0.14N/mm2以外の設計許容応力を設定することも可能とされている。 
 a = (1820 1800×10-6) /(0.14×2) = 11.7 mm 

） 耐震設計 

* a  

 の表 高モジュラス 0.14N
を用いる。 、関係者

×

 

 
（３

 
R 0/1

ロッキング率*R の設定 

  = 0.16×(450 800) = 0.4 
 

 浮上がり量 、沈み込み量 の算出

◇層間変形角*1/ 0 の場合 (シーリング材*の損傷なし) 
 ⊿ = 5000  = 16.7  

 y2 = 16.7×0.04 = 0.7 mm 

層間変形角 1/200 の場合 (構造シーラント の損傷なし) 
 ⊿ = 5000 = 25 m

 y2 = 25×0.04 = 1.0 mm 

y1 y2  

30
×1/300 mm

 y1 = 16.7×0.12 = 2.0 mm  

 
* *◇

×1/200 m 
 y1 = 25×0.12 = 3.0 mm  

 
 
 

（４） 目地設計 

 b
フェイスプレート間は構造的な接合が要求されないので、層間変形角

フェイスプレート間のクリアランス の算定 

 *1/300 の y1 、y2を用いる。 
シーリング材*の許容せん断変形率は、Page6 の表 B (2 成分形シリコ よ 60% を用いる。

b = (2.0+0.7)/ 6 = 4.5 mm 
 ーン系) り   
 0.
 

 構造シーラント の接着厚 の算定

 フェイス～リブ間は構造的な接合が要求されるので、層間変形角*1/200 の y1を用いる。 
構造シーラント*の許容せん断変形率は、Page6 の表 A (高モジュ -1 り 20% を用いる。 
c = 3.0/0.2 = 15

* c  

 ラス SR )よ
  mm 
 

 フェイスプレートとサッシ間の面クリアランス の算定 

 フェイス～サッシ間は構造的な接合が要求されないので、層間変形角*1/300 の y1を用いる。 
シーリング材*の許容せん断変形率は、Page6 の表 B(2 成分形シリコー より 60% を用いる。 
f =  2.02+(16. ×(1-0.4)×0.6)2 /0.6 = 10.   → 1mm 

） リブガラスの仕様設定 

f

 ン系)
 7 6 mm  1
 
（５

 
a を

リブガラスの板厚 t の決定 

  = 11.7 mm、b = 4.5 mm 満足する呼び厚のガラスを以下の表から選択する。 
呼び厚＼目地幅 a b 

単板ガラス 15 ミリ 5 5 
単板ガラス ミリ19  6 7 
合わせガラ 24 (12+12) ス ミリ 8 8 
合わせガラス ミリ30 (15+15) 10 10 
合わせガラス ミリ38 (19+19) 13 12 

 ⇒ FL19+FL19 
 

 リブガラスの幅 の算定

  =  (3×4502-180 ×180× 820/(720×3.8×105) = 26.3cm  → 26.5cm 

＜納 り＞ 
 

X  

X 2) 1
 

 

ま

 
 
 
 
 
 

30 m 

35
 m

 

30 m

30
 m

 

【立面図】 【平面図】 
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00
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＜室内側＞ 

※設計風圧力は正圧、負圧のうち大きい値を用いる。

その際の負圧は、隅角部に掛かる部位は隅角部の負圧とする。

ち構造シーラントに引張力が掛かる方の値を用いる。 
の負圧は る部位は隅角部の負圧とする。 

 、隅角

隅角部

 
  

※設計風圧力は正圧、負圧のう

 その際 、隅角部に掛か
※設計風圧力は正圧、負圧のうち大きい値を用いる。 

その際の負圧は 部に掛かる部位は隅角部の負圧とする。 

 

シーリング材 

26
5 

15
 

11
 

FL19+FL19 

構造シーラント 

バックアップ材 

FL15 

1213 13 

室内側 

階高

１FL

2FL

リブガラス

フェイス

プレート

の高さｈ

フェイ

→ 算出後、切り上げる。 

スプレートとサッシ間の面クリアランス ｆ  

リブガラスの幅 Ｘ 

→ 算出後、0.5cm 単位で切り上げる。 

○構造シーラントやシーリング材を打ち継ぐ場  

・先打ちのものが完全に硬化してから打設する。 
・深打ちとなる構造シーラントの硬化に時間を要する。

合

構造シーラント 

シーリング材 

＜納まりの注意点＞ 

○リブガラスが合わせガラスの場合、必ずバックアップ材を用い 

ること。 
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構造シーラントおよびシーリング材の各種物性値

表 構造シーラントの種類と各物性値の例 （フェイスプレート－リブガラス間に用いるシール）

モジュラスによる分類 高モジュラス 中モジュラス

 
 

 

A    
 

   

硬化機構による区分 湿気硬化 反応硬化 硬化 気硬化 1成分形 2成分形 反応 2成分形 湿 1成分形 
硬化反応による区分 脱アルコール形 脱アルコール形 脱オキシム形 脱アルコール形 脱アルコール形    

品種 SR-1 SR-1 SR-2 SR-2 SR-1 

引張接着性

JIS A 1439 

M50*1 

(N/mm2) 
0.45 0.49 0.49 0.31 0.34 

Tmax*2 

(N/mm2) 
1.72 1.87 1.08 0.98 1.03 

Emax*3 (%) 454 490 200 270 300 
CF*4 (%) 100 100 100 100 100 

モデルケース１では

モデルケース２～４では

を想定しています。

① 
② 

 

設計許容応力(N/mm2) 0.14 0.14 0.14 0.11 0.14 
許容せん断 
変形率(%) 

M1*5 30 15 15 20 30 
M2*6 60 20 20 30 50 

荷姿 カートリッジ カートリッジ 丸缶 丸缶 カートリッジ他 330ml  330ml  4L  4L  330ml  

製品名（例） ７ 東ﾚﾀﾞｳｺｰﾆﾝｸ 東ﾚﾀﾞｳｺｰﾆﾝｸ 東ﾚﾀﾞｳｺｰﾆﾝｸ 東ﾚﾀﾞｳｺｰﾆﾝｸ 信越化学工業

ｼｰﾗﾝﾄﾏｽﾀｰ
*  

ﾞ 
SE960 

ﾞ 
SE760SG 

ﾞ 
SE797 

ﾞ 
SE931 

 
300 

① ② 

 

*1 M50: 50%  *2 Tmax: 最大引張応力 *3 Emax: 最大荷  *4 CF: 凝集破壊率 引張応力 重時の伸び
*5  *6 層間変位ムーブメントの場合 温度ムーブメントの場合

建築学会「ガラス方立構法技術指針（案）」 解説表

解説表

表 シーリング材の許容変形率の標準値 （％）

（フェイスプレート－フェイスプレート間やフェイスプレート－サッシ間に用いるシール） 

シーリング材の種類 伸縮

*７ 製品名（例）は学会指針には記載されていません 
 
出典：(社)日本  3.20 構造シーラントの種類 P42 

3.24 構造シーラントの設計許容応力と設計許容せん断変形率 

 

 

B    

 

  せん断 耐久性による

区分

 
*3 主成分・硬化機構 記号  M1

*1 M2
*2 M1

*1 M2
*2 

2成分形シリコーン系 SR-2 20 30 30 60 10030 

1成分形シリコーン系 
（高モジュラス） 

SR-1 
HM 

(10) (15) (20) (30) 9030G 

1成分形シリコーン系 

モデルケース１～４では

を想定しています。

③ 
 

③ 

（低モジュラス） 
SR-1 
LM 

15 30 30 60 10030, 9030 
 

*1:   温度ムーブメントの場合

*2: 風・地震による層間変位ムーブメントの場合  

*3: JIS A 5758-2010  による耐久性区分

ガラス回り目地の場合

建築学会「ガラス方立構法技術指針（案）」 表

(   ):  
 
出典：(社)日本  3.1 シーリング材の許容変形率の標準値 P48-49 

 


